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ある｡われわれは,それをほんの少し先取 りして, 1975年に科研費の申請を行い, 1976年
に総合B班,1977年～1979年の3年間は総合A班 を組織して,研究を進めて来た｡通算4年
の研究計画の第 1回の研究会を1976年 10月に京都で開催したが, その際の夜のセッション
(より厳密に言うなら真夜中のセッションノ)でこの話が最初に出された｡アモルファス半導
体の分野では,｢AmorphousandLiquidSemiconductors｣という国際会議が1965年から隔年に
開かれていたが,これまではヨーロッパ かアメリカが開催地であった｡一度 日本で - という
話がそのころからちらほら出ていたのであるが, 1981年の第9回か,1983年の第 10回をわ

















































会議の寸前になって,組織委員の仁田昌二氏 (岐早大 ),田中-宣氏 (電総研 ),広瀬全孝氏
(広大 )を通して,第 1表にかかげた各会社 ･団体からの寄付をいただいた｡
第 1表 :KSIに経済的援助をして下さった会社 ･団体
東 亜 燃 料 工 業 株 式 会 社
松下電器産業株式会社 無線研究所
株 式会社 日立製作所 中央研究 所
三 洋 電 機 株 式 会 社 中 央 研 究 所
キヤノン株式会社 (製品技術研究所 )
リ コ ー 株 式 会 社
シャープ株 式会社 (技術本部 )
旭 化 成 工 業 株 式 会 社
株 式 会 社 富 士 電 機 総 合 研 究 所
富 士 写 真 フ イ ル ム株 式 会 社
三菱電機株 式会社 LSI研 究 所
日 電 バ リ ア ン 株 式 会 社
帝 人 株 式 会 社
株 式 会 社 小 松 製 作 所
京 都 セ ラ ミ ッ ク 株 式 会 社
山 田 科 学 振 興 財 団
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募集人数 200名,参加費一般 9000円,学生 7000円ということで,firstcircularを1980年
2月中旬に世界中に送った｡Mailinglistは, 1979年 8月にボス トンで開かれた第 5回 Amoト
phousanduquidSemiconductors'の参加者名簿,組織委員の何人かから借 りたmailinglistお
よび半導体本会議からまわしてもらったものを基にして作った｡このうち最後に書いたのは,
半導体本会議の firstcircularの中で, ｢アモルファス半導体会議｣を含めて数件の ｢Sateuite
ivents｣のアナウンスをしていただいて,詳 しい情報のほしい人は印をっけて返送 してもらっ
たものだった｡本会議実行委員長の上村洗氏,サテライ ト係の仁科雄一郎先生にはいろいろと
御世話になった｡本会議の firstcircularで宣伝 していただいたほかに, 1979年のボス トン会




Firstcircular-の返事を1980年 4月 15日で締切 り,それに返事をくれた人に secondcircular
を送 った｡Firstcircular-の返事は200通を優に越え,実際の参加希望者が200名を越えたら
どうしようかというのが心配の種だった｡ (これはあとでほんとうに困ったのである｡ )








ちろん英語で書いてあって,宿舎のことを h`otels'といった り,相部屋 を t`win'とか書いたも
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7月 22日午後 8時 40分成田着,そのまま東京駅に直行し,八重州口23時発の東名 ･名神
ノ､イウェイ ･ドリー ム号というので京都-向かった｡翌朝 7時京都着,朝から一風呂あびて基
研に出かけ,たちまちKSIの中にどっぷりひき戻された｡ 山と積まれた手紙の中で一番の




















氏には,アモルファス Siの研究に関連 して,発端,経絡 今後の見通しなどを, Spear氏
の哲学もまじえて話してほしいと手紙でお願いしてあり,承諾の返事 ももらっていた｡広瀬さ





組織委員会の中のSCientificcommitteeの田中-宣氏,清水立生氏 (金釈大 )に電話で連絡 し,
プログラム作 りを手伝ってもらった (プログラムは第 3表に掲載 )0 Thirdcirculrは,firstと
secondのように,タイプをそのままゼロックスしたものではなく,きれいに印刷したかった｡
プログラムの表紙の図案を考え,全体の編集をした｡表紙は京大カラーの navyblueの地に,




























































では,発展途上国の人に限 り,援助 も ｢Partialsupportoflivingexpenses｣と書 く慎重さだっ








イーデ ンブスを 1部送 るということで,参加費の中にその費用が含まれている｡最初参加費
を算定したときには,プログレスから出すつもりで勘定した｡ところがKSIのアナウンスメン
トが出るや否や, Springerから, ｢ぜひ出版 させてほしい,他の出版社にまわさないでくれ｣
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話すことに注意を喚起 して下さい｣と言 うと, ｢講師以外にも外人参加者がいるのですか ?｣
と尋ねられた｡ ｢40人余 り申し込んで来てますよ｣ と言 うと ｢--,何を期待 してるんです
かね ?｣と例の調子｡会議の当の企画者に向かって,これはあまりにむごい御言葉｡ ｢せんせ
●●


































初 日の夜は京大会館で Welcomepartyを開いた｡菊池誠先生 (ソニー )に司会をしていただ
いたが,さすが名だたる国際人だけあって,英語が上手なだけでなく,話の運びなど堂々とし
ていて素人ばなれしている｡外人でもあれだけ出来る人は少いと思った｡おかげでものすごい
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た｡(キスはしてくれなかった｡)





くていいのだからね｣と信じられないことを言 う｡ ｢え ? あなたらしくもないことを･-｣と
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でビールを飲み乍ら,皆の前で ｢これで死んでもいい｣ と言っていたのが印象的だった｡命を







































国各5名,韓国 3名, ドイツ2名,ソ連粗 カナダ,ポーランド各 1名 )であった｡一割大目
に受付けて,欠席者が丁度一割だった｡それを越える人は会場の都合で断わらねばならないの
がっらかった｡しかし,国際会議の組織の大変さは,人数に比例するのではなく,指数関数的






















喉元過ぎて熱さを忘れ,またぞろ次の ｢苦労の種｣を仕込みはじめている｡ ｢軽 く手馴 らし｣
の方が成功 したわけだから,いよいよ ｢本番｣である｡ 1983年の ｢AmorphousandLiquid
Semiconductors｣の第 10回国際会議に立候補するべ く地ならしが始まった｡ 学術会議の申し
込み締切 りが, 3年前,すなわち今年 (1980年 )の12月末日ということなので,11月にとり











さて,共同利用事務室の林千歳 さん (氷上夫人 )- この人がいなければ,今年のKSIは
まず絶対に開けなかった｡感謝の言葉を - というのではすまされない｡手 を合わせて拝みた
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第 4表 :セミナーのプログラム
Tsujino,K.
Hamakawa,Y.
Hirabayashi,Ⅰ.
Nitta,S.
Butcher,P.N.
Lannin,∫.S.
Shimizu,T.
Silver,M.
Imura,T.
Hirose,M.
Lang,D.V.
Tsuji,K.
Nemanich,氏.J.
Weinstein,B.A.
Arethestatesrealylocalizedintwo-dimensionaldisorderedsystems?
Whyareamorphoussemiconductorssointeresting?
Time-resolvedluminescenceanditsfatigueeffectinhydrogenateda-Si.
OpticalpropertiesorGDa-Si.
CalculationoftheHalmobilityorhopplngCarriers
Staticanddynamiccorrelationeffectsinamorphoussemiconductors
Effectsoftransitionmetaladditivesinchalcogenideglasses
Recentsimulationresultsondispersivetransport
CompositionalstudiesoramorphoussiliconfilmsbyRutherfbrdBack-
scatteringspectrometry
Internalphotoemissioninhydrogenateda-Si
Advancesindeepleveltransientspectroscopy:Applicationtohydrogen･
ateda-Si
Structuralstudiesofplasma-depositedamorphousSi:H
Compositionalanisotropyandmicrostructureina-Si:H
Effectofpressureontheluminescenceinhydrogenateda-Si
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